
令和３年度 第２回 磐田市地域公共交通会議 次第 

令和３年 12 月 15 日（水）午後１時 30 分～ 

磐田市役所西庁舎３階 301・302・303 会議室 

１ 開    会 

２ 会長あいさつ 

３ 協 議 事 項 

議案第１号 遠州鉄道路線バスの退出及び代替交通について（継続協議中）

議案第２号 単独継続困難申出路線及び市自主運行申出路線について

議案第３号 磐田市デマンド型乗合タクシーの運行内容の変更について

議案第４号 磐田市福田地区及び磐田中央地区デマンド型乗合タクシーの自己

評価について

議案第５号 地域公共交通調査事業の自己評価について

議案第６号 秋葉バスサービスの事業用車両の乗合・貸切併用について

４ 報 告 事 項

報告第１号 磐田市地域公共交通計画の策定について 

報告第２号 磐田市デマンド型乗合タクシーの運行内容の変更について 

報告第３号 令和３年度 地域間幹線系統に関する事業評価について

５ そ の 他

６  閉    会 
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遠州鉄道路線バスの退出及び代替交通について（継続協議中）

令和３年３月３１日までに静岡県生活交通確保対策協議会に申し出のあった次の

退出意向路線（系統）及び代替交通について協議する。

１ 退出意向路線（系統） 令和４年４月１日退出 

 掛塚さなる台線（とつか系統・千手堂系統） 

２ 代替交通 令和４年４月１日運行開始 

 磐田市生活バス路線（仮称）掛塚磐田駅線の新設   

 磐田市デマンド型乗合タクシー竜洋線及び磐田南部線の変更 

議案第１号



磐田市生活バス路線「（仮称）掛塚磐田駅線」の新設について

（協議事項） 

１ 協議事項の概要 

対象路線 磐田市生活バス路線「（仮称）掛塚磐田駅線」

協議内容 ① ルート ② ダイヤ ③ 停留所 ④ 運 賃 ⑤ 車 両 

新設理由
掛塚さなる台線（とつか系統・千手堂系統）の路線退出に伴い、通勤通学

に当該路線を利用している市民の生活交通の確保するため 

検討経緯

令和３年６月 地域公共交通会議にて代替交通検討の意見 

令和３年７月 自治会長会議等（全６地区）での説明を実施 

令和３年10月 市内高等学校（全５校）での意見の聴き取り 

       高齢者支援機関、障害者支援機関等からの意見の聴き取り 

       バス利用者からの意見の聴き取り 

市内運行バス事業者との協議 

令和３年11月 自治会長会議等（全６地区）での意見聴き取り 

磐田警察署、道路管理者との協議 

令和３年12月 地域公共交通会議において協議 

令和４年４月 運行開始予定 

２ 路線概要 

運行系統 とつか系統 千手堂系統 北高系統

ルート 

起点：蟹町

経由地：とつか・豊田町駅

終点：磐田駅

起点：蟹町

経由地：千手堂

終点：磐田駅  

起点：蟹町

経由地：千手堂・磐田駅

終点：磐田北高

運行距離 12.9km 9.3km 12.1km

停留所数 30カ所（標識設置54基） 23カ所（標識設置40基） 32カ所（標識設置49基）

運行本数 10便 ９便 １便 

所要時間 35～42分 27～30分 49分 

運行日
月曜日から土曜日 

※日曜日、祝日、年末年始（12月29日から１月３日）を除く 

運賃
距離制 

※別紙参照 

運行開始日 令和４年４月１日 

運行事業者 浜松バス株式会社 

議案第１号 説明資料① 
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３ 路線図 

① とつか系統 

道路種別：市道（掛塚塩新田幹線） 

道路幅員：7.0m キロ程：0.1km 

起点：磐田市掛塚1619番地先 

終点：磐田市掛塚1620番１地先 

道路種別：市道（掛塚駒場幹線） 

道路幅員：6.0m キロ程：0.9km 

起点：磐田市掛塚1620番１地先 

終点：磐田市掛塚1072番１地先 

道路種別：市道（平間竜洋中島線） 

道路幅員：6.5m キロ程：1.2km 

起点：磐田市平間1613番１地先 

終点：磐田市豊岡3057番10地先 

道路種別：国道（150号） 

道路幅員：6.0m キロ程：1.8km 

起点：磐田市掛塚1072番１地先 

終点：磐田市岡1018番地先 

道路種別：県道（豊田竜洋線） 

道路幅員：6.0m キロ程：0.9km 

起点：磐田市岡1018番地先 

終点：磐田市平間1613番１地先 

道路種別：市道（気子島赤池幹線） 

道路幅員：6.8m キロ程：2.3km 

起点：磐田市赤池183番地先 

終点：磐田市気子島1309番１地先 

道路種別：県道（磐田竜洋線） 

道路幅員：6.0m キロ程：0.5km 

起点：磐田市豊岡3057番10地先 

終点：磐田市堀之内78番１地先 

道路種別：県道（豊田竜洋線） 

道路幅員：5.5m キロ程：1.9km 

起点：磐田市堀之内78番１地先 

終点：磐田市赤池183番地先 

道路種別：県道（磐田竜洋線） 

道路幅員：6.5m キロ程：0.9km 

起点：磐田市気子島1309番１地先 

終点：磐田市天竜185番１地先 

道路種別：市道（匂坂新天龍幹線） 

道路幅員：9.0m キロ程：0.8km 

起点：磐田市天竜185番１地先 

終点：磐田市中泉2798番１地先 

道路種別：県道（磐田細江線） 

道路幅員：6.0m キロ程：0.8km 

起点：磐田市中泉2798番１地先 

終点：磐田市中泉1236番２地先 

道路種別：市道（見付岡田線） 

道路幅員：9.0m キロ程：0.6km 

起点：磐田市中泉1237番２地先 

終点：磐田市中泉1007番地先 

道路種別：市道（磐田山梨線） 

道路幅員：9.0m キロ程：0.2km 

起点：磐田市中泉1007番地先 

終点：磐田市中泉584番２地先 

西新町西 
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② 千手堂系統 

道路種別：市道（掛塚塩新田幹線） 

道路幅員：7.0m キロ程：0.1km 

起点：磐田市掛塚1619番地先 

終点：磐田市掛塚1620番１地先 

道路種別：市道（掛塚駒場幹線） 

道路幅員：6.0m キロ程：0.9km 

起点：磐田市掛塚1620番１地先 

終点：磐田市掛塚1072番１地先 

道路種別：国道（150号） 

道路幅員：6.0m キロ程：1.3km 

起点：磐田市掛塚1072番１地先 

終点：磐田市豊岡5546番1地先 

道路種別：市道（小島豊岡幹線） 

道路幅員：6.0m キロ程：2.3km 

起点：磐田市豊岡5546番1地先 

終点：磐田市小島1267番３地先 

道路種別：県道（磐田停車場長野線）

道路幅員：5.5m キロ程：3.7km 

起点：磐田市小島1267番３地先 

終点：磐田市天竜185番１地先 

道路種別：県道（磐田竜洋線） 

道路幅員：5.5m キロ程：0.7km 

起点：磐田市天竜185番１地先 

終点：磐田市中泉993番１地先 

道路種別：市道（見付岡田線） 

道路幅員：9.0m キロ程：0.1km 

起点：磐田市中泉1237番２地先 

終点：磐田市中泉1006番１地先 

道路種別：市道（磐田山梨線） 

道路幅員：9.0m キロ程：0.2km 

起点：磐田市中泉1006番１地先 

終点：磐田市中泉584番２地先 
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③ 北高系統 

道路種別：市道（掛塚塩新田幹線） 

道路幅員：7.0m キロ程：0.1km 

起点：磐田市掛塚1619番地先 

終点：磐田市掛塚1620番１地先 

道路種別：市道（掛塚駒場幹線） 

道路幅員：6.0m キロ程：0.9km 

起点：磐田市掛塚1620番１地先 

終点：磐田市掛塚1072番１地先 

道路種別：国道（150号） 

道路幅員：6.0m キロ程：1.3km 

起点：磐田市掛塚1072番１地先 

終点：磐田市豊岡5546番1地先 

道路種別：市道（小島豊岡幹線） 

道路幅員：6.0m キロ程：2.3km 

起点：磐田市豊岡5546番1地先 

終点：磐田市小島1267番３地先 

道路種別：県道（磐田停車場長野線）

道路幅員：5.5m キロ程：3.7km 

起点：磐田市小島1267番３地先 

終点：磐田市天竜185番１地先 

道路種別：県道（磐田竜洋線） 

道路幅員：5.5m キロ程：0.7km 

起点：磐田市天竜185番１地先 

終点：磐田市中泉993番１地先 

道路種別：市道（見付岡田線） 

道路幅員：9.0m キロ程：0.1km 

起点：磐田市中泉1237番２地先 

終点：磐田市中泉1006番１地先 

道路種別：市道（磐田山梨線） 

道路幅員：9.0m キロ程：0.2km 

起点：磐田市中泉1006番１地先 

終点：磐田市中泉584番２地先 

道路種別：県道（磐田停車場線） 

道路幅員：7.0m キロ程：1.3km 

起点：磐田市中泉584番２地先 

終点：磐田市見付3906番５地先 

道路種別：市道（見付天神線） 

道路幅員：7.0m キロ程：0.5km 

起点：磐田市見付3906番５地先 

終点：磐田市見付2234番３地先 
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④ 起終点等 

起点:蟹町周辺 

終点:磐田駅周辺（北口広場）

経由地:豊田町駅周辺（南口広場） 
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４ ダイヤ（案） 

① とつか系統 

※ このダイヤは、令和４年３月に実施されるＪＲや遠鉄バスのダイヤ改正に伴い、変更調整を実施します。 
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② 千手堂系統・北高系統

※ このダイヤは、令和４年３月に実施されるＪＲや遠鉄バスのダイヤ改正に伴い、変更調整を実施します。 
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５ 車 両 

 ① 諸元最大値 

   全長 9,000mm  全高 3,150mm  全幅 2,300mm  総重量 12,350kg 

② 中型車 

 ③ 小型車 

６ 停留所 

 別紙「停留所付近の状況を示した書面」のとおり 
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７ 運 賃 

 運賃は降車時に現金、回数券、定期券、または PayPay で支払うものとする。 

 普通運賃（中学生以上）は運賃表の通りとする。（大人運賃） 

 小児運賃（中学校入学前）は普通運賃の半額とする。但し 10円未満は切り上げて計算する。 

 乳児（１歳未満）は運賃を無料とする。 

 障がい者運賃（身体障がい者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳及びそれらを表示するミライ

ロ IDを乗務員に提示した者）は普通運賃の半額とする。但し 10円未満は切り上げて計算する。 

 大人（中学生以上）が幼児（小学校入学前の方）を同伴する場合は幼児 2人までは無料とする。但し

大人が障がい者運賃で乗車する場合はそれらの幼児は小児運賃を支払うものとする。 

 回数券、定期券による割引を設定する。 

【回数券】 

回数券の種類と販売金額は下記の通りとする。 

券片額面 綴り枚数 販売額 

100 円 11 枚 1,000 円 

200 円 11 枚 2,000 円 

300 円 11 枚 3,000 円 

【定期券】 

定期券の種類は下記の通りとする。 

通勤定期券 

障がい者等定期券 

通学定期券 

※定期券にはいずれも月数定期と端数日定期を設定する。（但し端数日定期券は１ヶ月以上。） 

※定期券にはいずれもウィークデー定期と片道定期を設定する。 

※定期券運賃額は、日曜日及び年末年始（12/29～1/3）運休分を差し引いて計算する。 

 定期券運賃の算定方法は下記の通りとする。但し算出された金額の 1円の桁を四捨五入する。 

【通勤定期券】基本割引率３３％ 

1 ヶ月定期 普通運賃×３０日×２回× ×（１－0.33） ＝Ａ 

２ヵ月定期 Ａ×２ 

３ヵ月定期 Ａ×３×（１―0.05） 

４ヵ月定期 Ａ×４×（１―0.05） 
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５ヵ月定期 Ａ×５×（１―0.05） 

６ヵ月定期 Ａ×６×（１―0.１） 

【障がい者等定期券】基本割引率３０％ 

1 ヶ月定期 障がい者運賃×３０日×２回× ×（１－0.3） ＝Ａ 

２ヵ月定期 Ａ×２ 

３ヵ月定期 Ａ×３ 

４ヵ月定期 Ａ×４ 

５ヵ月定期 Ａ×５ 

６ヵ月定期 Ａ×６ 

【通学定期券】基本割引率４０％ 

1 ヶ月定期 普通運賃×３０日×２回× ×（１－0.４） ＝Ａ 

２ヵ月定期 Ａ×２ 

３ヵ月定期 Ａ×３×（１―0.05） 

４ヵ月定期 Ａ×４×（１―0.05） 

５ヵ月定期 Ａ×５×（１―0.05） 

６ヵ月定期 Ａ×６×（１―0.１） 

【端数日定期券】 

端数日（月数を除いた残りの日数）から、日曜、祝日、及び年末年始（12/29～1/3）を引いた日数に

運賃と割引率等を掛け合わせた金額を、該当する期間の定期券の金額に加えて算出する。 

（例）４月 10日から７月 20日までの定期 

     月 数：３ヵ月（４月 10 日から７月９日） 

     端数日：11日 （7/10、11、12、13、14、15、16、17、18、19、20） 

     割引率：３ヵ月定期の割引率 

【ウィークデー定期券】 

通勤定期券・通学定期券・端数日定期券と同じ算定方法を用いて、  を  と替えて算定する。 

【片道定期券】 

上記の算定方法で求められた金額の５割引とする。 

- 10 -



【運賃表（とつか系統）】 

【運賃表（千手堂系統・北高系統）】

別 紙 ３-１ 



番号

1

往路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

蟹町

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市掛塚１６１９番地 道路上 ・ 道路外

始終点

往路：磐田駅方面向き　　　復路：蟹町向き



番号

2

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

掛塚

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市白羽１０６番地５先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市白羽８番地２先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

3

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

竜洋西小

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市白羽３２７番地１先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市白羽３４２番地６先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

4

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

白羽

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市白羽６０６番地２先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市白羽４００番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き

杭

杭



番号

5

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

金洗西

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市白羽６４７番地１先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市豊岡５６８４番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

6

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

金洗

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市豊岡５５３２番地先 道路上 ・ 道路外

なし 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

7

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

駒場

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市駒場１番地２１先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市駒場２番地１５先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

8

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

西平松

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市東平松６６５番地１ 道路上 ・ 道路外

なし 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

9

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

JA袖浦支店

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中平松２３番地先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

10

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

中平松東

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中平松４１１番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

11

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

海老島

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市海老島４２６番地先 道路上 ・ 道路外

なし 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

12

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

小島

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市東平松1番地先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市東平松1７番地先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

13

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

小島中村

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市小島８１２番地３先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市小島８９５番地先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

14

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

神明

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市小島２４９番地先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市小島９２２番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

15

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

万正寺入口

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市千手堂５６７番地１先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市千手堂５６０番地４先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

16

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

千手堂

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市千手堂８５４番地先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市千手堂９８７番地２先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

17

往路：

復路：

往路停留所は、市道豊島55号線上に位置します。

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

豊島南

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市豊島１３４８番地１先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市豊島１４７０番地１５先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

18

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

豊島北

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市豊島７６９番地１先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市豊島１３６８番地２先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

19

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

天竜南

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市天龍１０５７番地先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市天龍８００番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

20

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

金洗東

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市豊岡６８５８番地先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市豊岡６８６２番地先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

21

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

竜洋支所

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市豊岡６７９７番地１先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市岡７２９番地１ 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

22

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

あおば団地

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市平間１２７４番地１１３先 道路上 ・ 道路外

なし 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

23

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

なぎの木会館

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市豊岡６６０５番地３ 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市豊岡６６０５番地３先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

24

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

竜洋変電所

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市豊岡６３７６番地６４先 道路上 ・ 道路外

なし 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

25

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

竜洋変電所北

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市堀之内１６４０番地３４先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

26

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

とつか

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市堀之内７６番地６ 道路上 ・ 道路外

なし 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

27

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

高木

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市高木４７番地５８先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市松本３番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

28

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

高木上

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市高木３番地１先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市高木２９３番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

29

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

静岡県磐田市宮本２２８番地５先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市宮本２３３番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き

停留所付近の状況を示した書面

停留所の名称

宮本

停留所の位置 設置場所

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始



番号

30

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

竜洋中島

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市竜洋中島９５７番地１ 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市竜洋中島２５６番地先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

31

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

赤池

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市赤池３５２番地１先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市赤池３６３番地先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

32

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

下本郷西

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市下本郷２００３番地４先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市下本郷１４９番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

33

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

豊田町駅

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市上本郷１００４番地１１先 道路上 ・ 道路外

往路と共用 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

34

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

下本郷中

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市下本郷２３１番地６先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市下本郷２６６番地１００先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

35

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

下本郷東

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市下本郷１０６１番地先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市下本郷１２２４番地先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

36

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

気子島

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市気子島９４０番地先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市気子島５０５番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

37

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

笹原島

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市気子島１５６０番地３先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市気子島１５８６番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

38

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

天竜西

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市海老塚６９８番地１先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市海老塚７３５番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

39

往路：

復路：

停留所設置位置
とつか系統運行経路

凡例

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

天竜（とつか系統専用）

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市天龍１７７番地７先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市天龍２６１番地３先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

39

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置              千手堂系統の経路

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

天竜（千手堂系統専用）

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市中泉１４５３番地先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中泉１４４６番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

40

往路：

復路：

道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中泉３０４１番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き

凡例 停留所設置位置

静岡県磐田市中泉３０３９番地２先

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

西新町西

停留所の位置 設置場所



番号

41

往路：

復路：

道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中泉２８７９番地２先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き

凡例 停留所設置位置

静岡県磐田市中泉２８５５番地１先

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

磐田西校

停留所の位置 設置場所



番号

42

往路：

復路：

道路上 ・ 道路外

静岡県磐田中泉１２６７番地４ 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き

凡例 停留所設置位置

静岡県磐田市国府台２０番地１８先

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

上野公園

停留所の位置 設置場所



番号

43

往路：

復路：

道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中泉３０９番地１３先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き

凡例 停留所設置位置

静岡県磐田市中泉２５４番地２先

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

西願寺

停留所の位置 設置場所



番号

44

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

石原

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市中泉１６２０番地３先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中泉１６１８番地９先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

45

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

栄町

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市中泉１３６３番地１９先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中泉９５０番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

46

往復①

往復②

降車専用：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

磐田駅

停留所の位置 設置場所

静岡県磐田市中泉一丁目1番地1号先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中泉５９２番地７先 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中泉５９２番地７先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：掛塚方面向き



番号

47

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

東町

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中泉３７５番地先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：磐田北高方面向き



番号

48

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

中町

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市中泉２３２番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：磐田北高方面向き



番号

49

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

市役所

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市見付３０３０番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：磐田北高方面向き



番号

50

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

磐田南高

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市見付３０５４番地１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：磐田北高方面向き



番号

51

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

加茂川

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市見付３０７１番地７先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：磐田北高方面向き



番号

52

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

西坂町

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市見付４００７番地１０先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：磐田北高方面向き



番号

53

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

中遠総合庁舎

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市見付３９５６番地５先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：磐田北高方面向き



番号

54

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

図書館前

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市見付３９４１番地１１先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：磐田北高方面向き



番号

55

往路：

復路：

凡例 停留所設置位置

停留所付近の状況を示した書面

浜松バス株式会社　R4.4.1より運行開始

停留所の名称

磐田北高

停留所の位置 設置場所

なし 道路上 ・ 道路外

静岡県磐田市見付２２３４番地３先 道路上 ・ 道路外

往路：磐田駅方面向き　　　復路：磐田北高方面向き



磐田市デマンド型乗合タクシー竜洋線及び磐田南部線の変更について

（協議事項） 

１ 協議事項の概要 

対象路線 磐田市デマンド型乗合タクシー竜洋線及び磐田南部線

協議内容 ① ダイヤ ② 停留所 

新設理由
掛塚さなる台線（とつか系統・千手堂系統）の路線退出に伴い、日中に当

該路線を利用している市民の生活交通の確保するため 

検討経緯 議案第１号説明資料①に同じ 

２ 変更内容 

ダイヤ
竜洋線の運行時刻に「１６：３０」の便を加える。

磐田南部線の運行時刻に「１３：００、１５：００」の便を加える。 

停留所
磐田南部線に「小島バス停」を加える。

※運賃は２００円／人（片道）とする。

変更日 令和４年４月１日 

３ 運行便・発車時刻 

① 竜洋線 

変更前  変更後 

運行便 発車時刻 運行便 発車時刻

第１便 8:00 第１便 8:00

第２便 9:30 第２便 9:30

第３便 10:30 第３便 10:30

第４便 11:30 第４便 11:30

第５便 12:30 第５便 12:30

第６便 13:30 第６便 13:30

第７便 14:30 第７便 14:30

第８便 15:30 第８便 15:30

第９便 16:30

② 磐田南部線 

変更前  変更後 

運行便 発車時刻 運行便 発車時刻

第１便 8:00 第１便 8:00

第２便 9:00 第２便 9:00

第３便 10:00 第３便 10:00

第４便 11:00 第４便 11:00

第５便 12:00 第５便 12:00

第６便 13:00

第６便 14:00 第７便 14:00

第８便 15:00

第７便 16:00 第９便 16:00

議案第１号 説明資料② 



単独継続困難申出路線及び市自主運行申出路線について

令和３年９月30日までに静岡県生活交通確保対策協議会に申し出のあった下

記の単独継続困難路線（系統）及び本市自主運行路線（系統）については、地

域住民の日常生活に必要な移動手段であることから、当該路線（系統）を生活

交通として維持する必要があると判断する。

記

１ 単独継続困難申出路線  ４路線９系統

２ 市自主運行申出路線  10 路線 13 系統 

議案第２号



単独継続困難申出路線及び市自主運行申出路線について

１ 要 旨 

単独で運行を継続することが困難な路線及び市自主運行路線は、事業者及び市から県生

活交通確保対策協議会へ補助制度の活用を希望する旨の申し出がされるため、当該路線を

日常生活に必要な路線として、公的支援により維持していくことについてご意見を伺うも

のです。

【静岡県における県協議会と市町協議会との調整要請の仕組み】 

【補助制度】 

・地域間幹線系統確保維持費国庫補助金  令和４年10月～令和５年９月運行分

・地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金  令和４年10月～令和５年９月運行分

・市 町 自 主 運 行 バ ス 事 業 費 補 助 金  令和４年 ４月～令和５年３月運行分

・磐田市生活バス路線維持費補助金  令和４年 10月～令和５年９月運行分

・磐田市生活バス路線磐田線運行事業費補助金  令和４年 ４月～令和５年３月運行分 

出典：国土交通省中部運輸局 中部管内における今後の地域公共交通政策のあり方に関する調査報告書 

議案第２号 説明資料 
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２ 対象路線  

 ［単独継続困難申出路線］ 

運行事業者 路線名 路線概要

１

遠州鉄道(株) 

磐田市立病

院福田線

・磐田市立総合病院から磐田駅を経由し、福田

地区を結ぶ路線 

・磐田市立病院への通院、沿線住民の通勤通学

や生活に必要な路線

２
中ノ町磐田

線 

・浜松駅から磐田駅を経由し、遠鉄磐田営業所

を結ぶ路線 

・主要な幹線である県道を主なルートとしてお

り、沿線住民の通勤通学や生活に必要な路線 

３ 磐田天竜線 

・浜松市山東から磐田市北端部を経由し、磐田

駅を結ぶ路線 

・磐田市街地への通勤通学、沿線住民の生活に

必要な路線 

４
掛塚さなる

台線 

・浜松駅から掛塚を経由し、豊田町駅、磐田駅、

福田地区を結ぶ路線 

・沿線住民の通勤通学や生活に必要な路線。 

［市自主運行申出路線］

運行主体（事業者） 路線名 路線概要

１
磐田市 

（秋葉バスサービス(株)）

磐田線
３市町（磐田市、袋井市、森町）の共同により運行。

沿線の高校生の通学の足として、磐田駅までをつな

ぐ必要な路線。 

２

磐田市 

（遠鉄タクシー(株)） 

デマンド型乗合

タクシー 

（竜洋線） 

竜洋地区～豊田町駅・磐田駅周辺～磐田市立総合病院

高齢者など交通弱者の足の確保のため必要な路線 

３
デマンド型乗合

タクシー 

（福田線） 

福田地区～磐田駅周辺～磐田市立総合病院 

高齢者など交通弱者の足の確保のため必要な路線 

４
デマンド型乗合

タクシー 

（豊岡線） 

豊岡地区～磐田市立総合病院～豊田町駅・磐田駅周

辺 

高齢者など交通弱者の足の確保のため必要な路線 

５
デマンド型乗合

タクシー 

（磐田北部線）

磐田北部地区～地区外商業施設～磐田駅周辺 

高齢者など交通弱者の足の確保のため必要な路線 

６
デマンド型乗合

タクシー 

（磐田東部線）

磐田東部地区～磐田市立総合病院・磐田駅周辺 

高齢者など交通弱者の足の確保のため必要な路線 
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７
磐田市 

（遠鉄タクシー(株)） 

デマンド型乗合

タクシー 

（磐田南部線）

磐田南部地区～豊田町駅・磐田駅周辺～磐田市立総

合病院 

高齢者など交通弱者の足の確保のため必要な路線 

８
デマンド型乗合

タクシー 

（豊田線） 

豊田地区～磐田駅周辺～磐田市立総合病院 

高齢者など交通弱者の足の確保のため必要な路線 

９

デマンド型乗合

タクシー 

（磐田中央線）

磐田中央地区～磐田市立総合病院 

高齢者など交通弱者の足の確保のため必要な路線 

10
磐田市 

（浜松バス㈱）

（仮称）掛塚磐

田駅線 

竜洋地区（掛塚）から磐田駅を結ぶ路線。沿線の通

勤・通学の足の確保のため必要な路線。 

- 3 -



３ 路線状況

（１）単独継続困難申出路線(遠州鉄道株式会社)

起   点

経過地

終　点

磐田市立病院 R２年度 170,172.8 366 119,220 70,163,947 25,633,207 44,530,740

磐田駅 R３年度 172,504.5 365 163,629 70,659,567 31,700,209 38,959,358

豊浜郵便局 R４年度 145,303.2 365 137,827 61,761,125 26,701,575 35,059,550

磐田駅南口 R２年度 86,682.3 366 46,942 35,739,979 10,712,177 25,027,802

福田車庫 R３年度 35,491.9 365 28,418 14,537,836 5,380,245 9,157,591

豊浜郵便局 R４年度 44,615.3 365 35,723 18,963,733 6,763,268 12,200,465

浜松駅 R２年度 251,583.6 366 268,708 103,730,434 50,436,603 53,293,831

中ノ町 R３年度 224,485.6 365 327,357 91,951,545 56,181,444 35,770,101

磐田営業所 R４年度 204,382.5 365 298,042 86,872,781 51,150,292 35,722,489

山東 R２年度 120,833.9 366 74,918 49,821,025 24,301,531 25,519,494

新開 R３年度 108,854.6 365 75,118 44,587,932 21,627,290 22,960,642

磐田駅 R４年度 104,967.7 365 72,436 44,616,520 20,855,039 23,761,481

山東 R２年度 312,133.9 366 219,112 128,695,928 59,098,268 69,597,660

ららぽーと磐田 R３年度 303,982.9 365 229,173 124,514,435 54,656,433 69,858,002

磐田駅 R４年度 299,413.4 365 225,728 127,265,665 53,834,832 73,430,833

浜松駅 R２年度 90,776.7 366 57,580 37,428,141 13,558,984 23,869,157

掛塚 R３年度 59,631.2 365 59,756 24,425,535 11,844,952 12,580,583

豊浜郵便局 R４年度 71,535.5 365 71,685 30,406,164 14,209,584 16,196,580

浜松駅 R２年度 70,255.2 366 72,410 28,966,921 14,957,408 14,009,513

掛塚・とつか R３年度 42,500.6 365 53,573 17,408,670 9,919,746 7,488,924

豊田町駅 R４年度 39,069.6 365 49,248 16,606,533 9,118,942 7,487,591

浜松駅 R２年度 78,824.8 366 81,474 32,500,253 17,587,834 14,912,419

掛塚・千手堂 R３年度 55,766.4 365 64,740 22,842,475 12,593,259 10,249,216

磐田駅 R４年度 38,069.5 365 44,195 16,181,440 8,596,916 7,584,524

浜松駅 R２年度 90,686.7 366 105,346 37,391,033 20,268,852 17,122,181

芳川 R３年度 111,338.4 365 180,376 45,605,322 32,159,808 13,445,514

掛塚 R４年度 115,823.4 365 187,642 49,230,736 33,455,289 15,775,447

R２年度 1,271,949.9 365 1,045,710 524,437,661 236,554,864 287,882,797

R３年度 1,114,556.1 366 1,182,140 456,533,317 236,063,386 220,469,931

R４年度 1,063,180.1 365 1,122,526 451,904,697 224,685,737 227,218,960

（２）磐田市自主運行申出路線（秋葉バスサービス株式会社）
起   点

経過地

終　点

磐田駅 R１年度 30,857.4 242 13,476 8,529,602 4,665,173 3,864,429

遠江総合高校・森山入口 R２年度 31,508.4 242 17,949 9,296,868 4,402,052 4,894,816

遠州森町 R３年度 31,508.4 242 18,704 9,215,261 4,486,987 4,728,274

磐田駅 R１年度 20,856.0 242 10,858 5,765,015 3,744,873 2,020,142

遠江総合高校・森町病院 R２年度 21,296.0 242 13,478 6,283,597 3,290,135 2,993,462

遠州森町 R３年度 21,296.0 242 14,045 6,228,441 3,360,781 2,867,660

R１年度 51,713.4 242 24,334 14,294,617 8,410,046 5,884,571

R２年度 52,804.4 242 31,427 15,580,465 7,692,187 7,888,278

R３年度 52,804.4 242 32,749 15,443,702 7,847,768 7,595,934

経常欠損額
(円)

磐田市立
病院福田

3 中ノ町磐田

番
号

系統名
（路線名）

年度

4

運行の状況 収支の状況

実車走行
キロ(km)

運行
日数
（日）

乗車人員
（人）

経常費用
（円）

経常収益
（円）

磐田天竜

5 磐田天竜

1
磐田市立
病院福田

2

6 掛塚さなる台

7 掛塚さなる台

8 掛塚さなる台

9 掛塚さなる台

【備考】
①R２年度（R01.10.01～R02.09.30）とR３年度（R02.10.01～R03.09.30）は実績値、R４年度（R03.10.01～R04.09.30）は見込値を記載して
います。
②系統ごとに経常欠損額から国県補助額を差し引いた残りの欠損額の1/2を磐田市が補助しています。
③７、８については、R３年度末に退出予定です。

番
号

系統名
（路線名）

年度

運行の状況 収支の状況

実車走行
キロ(km)

運行
日数
（日）

乗車人員
（人）

経常費用
（円）

経常収益
（円）

経常欠損額
(円)

1
磐田線
(森山入口）

2
磐田線
(森町病院）

【備考】
①R１年度（H31.04.01～R02.03.31）とR２年度（R02.04.01～R03.03.31）は実績値、R３年度（R03.04.01～R04.03.31）は見込値を記載して
います。
②関係市町（袋井市、森町）との合算を記載しています。
③各系統ごとに経常欠損額または経常費用の9/20のいずれか少ない額の1/2の県費補助を受けます。

合計

合計

- 4 -



（３）磐田市自主運行申出路線（遠鉄タクシー株式会社）
起   点

経過地

終　点

竜洋地区 R１年度 18,397.0 288 3,376 6,041,120 1,418,500 4,622,620
豊田町駅・磐田駅周辺地区 R２年度 17,463.0 292 3,110 6,932,450 1,321,700 5,610,750

磐田市立総合病院 R３年度 23,896.0 296 4,046 8,686,640 1,681,600 7,005,040

福田地区 R１年度 11,869.0 287 2,338 4,340,330 1,043,700 3,296,630

磐田駅周辺地区 R２年度 12,281.0 288 2,198 5,120,270 998,100 4,122,170

磐田市立総合病院 R３年度 15,758.0 292 2,744 6,351,120 1,230,800 5,120,320

豊岡地区 R１年度 7,711.0 266 1,558 3,211,620 686,500 2,525,120
豊田町駅・磐田駅周辺地区 R２年度 7,081.0 271 1,462 3,518,490 574,800 2,943,690

なぎの木会館 R３年度 9,080.0 290 1,864 3,968,980 643,800 3,325,180

磐田北部地区 R１年度 3,472.0 229 780 1,798,540 343,100 1,455,440

磐田駅周辺地区 R２年度 2,498.0 214 581 1,690,670 233,200 1,457,470

なぎの木会館 R３年度 3,338.0 240 704 1,983,120 311,000 1,672,120

磐田東部地区 R１年度 11,457.0 289 2,776 4,904,730 1,091,500 3,813,230

磐田駅周辺地区 R２年度 14,184.0 289 3,756 7,344,640 1,308,100 6,036,540

なぎの木会館 R３年度 19,736.0 296 5,090 9,373,800 1,712,800 7,661,000

磐田南部地区 R１年度 13,617.0 285 3,164 5,415,710 1,393,800 4,021,910
豊田町駅・磐田駅周辺地区 R２年度 14,148.0 291 3,277 6,510,510 1,299,700 5,210,810

磐田市立総合病院 R３年度 18,362.0 294 3,836 8,202,540 1,595,400 6,607,140

豊田地区 R１年度 22,938.0 289 6,869 8,967,760 2,494,400 6,473,360

磐田駅周辺地区 R２年度 21,126.0 293 6,004 9,853,250 2,089,500 7,763,750

磐田市立総合病院 R３年度 23,672.0 296 6,588 10,582,540 2,334,800 8,247,740

磐田中央地区 R１年度 24,110.0 289 8,234 11,054,730 2,818,200 8,236,530

磐田駅周辺地区 R２年度 25,651.0 293 8,613 13,873,360 2,920,800 10,952,560

磐田市立総合病院 R３年度 30,442.0 296 10,266 16,016,280 3,393,000 12,623,280

R１年度 113,571.0 278 29,095 45,734,540 11,289,700 34,444,840

R２年度 114,432.0 279 29,001 54,843,640 10,745,900 44,097,740

R３年度 144,284.0 288 35,138 65,165,020 12,903,200 52,261,820

（４）磐田市自主運行申出路線（浜松バス株式会社）
起   点

経過地

終　点

掛塚 R１年度 ― ― ― ― ― ― 

とつか・豊田町駅 R２年度 ― ― ― ― ― ― 

磐田駅 R３年度 ― ― ― ― ― ― 

掛塚 R１年度 ― ― ― ― ― ― 

千手堂 R２年度 ― ― ― ― ― ― 

磐田駅 R３年度 ― ― ― ― ― ― 

掛塚 R１年度 ― ― ― ― ― ― 

千手堂・磐田駅 R２年度 ― ― ― ― ― ― 

磐田北高 R３年度 ― ― ― ― ― ― 

R１年度 ― ― ― ― ― ― 

R２年度 ― ― ― ― ― ― 

R３年度 ― ― ― ― ― ― 

11
（仮称）掛塚磐
田駅線（北高）

運行
日数
（日）

デマンド型
乗合タクシー
（磐田東部）

経常収益
（円）

番
号

系統名
（路線名）

年度

運行の状況 収支の状況

経常欠損額
(円)

1
デマンド型
乗合タクシー
（竜洋）

2
デマンド型
乗合タクシー
（福田）

乗車人員
（人）

経常費用
（円）

実車走行
キロ(km)

合計

6
デマンド型
乗合タクシー
（磐田南部）

7
デマンド型
乗合タクシー
（豊田）

3
デマンド型
乗合タクシー
（豊岡）

4
デマンド型
乗合タクシー
（磐田北部）

5

収支の状況

実車走行
キロ(km)

8
デマンド型
乗合タクシー
（磐田中央）

運行
日数
（日）

乗車人員
（人）

経常費用
（円）

経常収益
（円）

経常欠損額
(円)

【備考】
①R１年度（H31.04.01～R02.03.31）とR2年度（R02.04.01～R03.03.31）は実績値、R３年度（R0３.04.01～R0４.03.31）は見込値を　記載し
ています。
②福田・磐田中央の２路線は、経常欠損額の1/2の国庫補助を受けています。
③その他の路線は、経常欠損額または経常費用の9/20のいずれか少ない額の1/2の県費補助を受けます。

番
号

系統名
（路線名）

年度

【備考】
①（仮称）掛塚磐田駅線はR４年度（R04.04.01）からの運行を予定しています。
②各系統ごとに経常欠損額または経常費用の9/20のいずれか少ない額の1/2の県費補助を受けます。

合計

9
（仮称）掛塚磐
田駅線（とつか）

10
（仮称）掛塚磐
田駅線（千手
堂）

運行の状況

- 5 -



2020年10月現在

山東

磐田市立病院

ＪＲ浜松駅

遠鉄磐田営業所

豊浜郵便局

ららぽーと磐田

ＪＲ磐田駅

ＪＲ豊田町駅

掛塚

- 図1 -

- 6 -

令和３年10月現在



「磐田線」路線図 

■ 運行内容

 運行系統 ２系統

 起点 経由地 終点 キロ程 
磐田市内 

キロ程 

１ 遠州森町 森町病院 磐田駅 22.0 ㎞ 9.7 ㎞ 

２ 遠州森町 森山入口 磐田駅 21.7 ㎞ 9.7 ㎞ 

 運行日 

  平日運行（土曜日、日曜日及び祝日は運休）

磐田線運行経路 

磐 田 市 

袋 井 市 

袋 井 市 

森 町 

草ヶ谷 

- 7 -
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磐田市デマンド型乗合タクシーの運行内容の変更について

デマンド型乗合タクシーの運行内容を下記のとおり変更するものとする。

記

１ 指定施設の追加について 

（１）地区内施設 

①磐田北部地区に「いいとこまんぢゅう」を加える。 

②磐田中央地区に「とりかい整形外科・リウマチ科」を加える。 

③磐田南部線に「小島バス停」を加える。 

（２）地区内施設の運賃 

利用者宅区分 ⇔ 施設名 運賃（片道）

磐田北部地区 ⇔ いいとこまんぢゅう 400 円/人 

磐田中央地区 ⇔ とりかい整形外科・リウマチ科 400 円/人 

磐田南部地区 ⇔ 小島バス停 200 円/人 

（３）実施時期 

令和４年４月１日から 

２ 指定施設の削除について 

（１）地区内施設 

①福田地区の指定施設の「遠州中央農協 福田南支店」を削除する。 

②磐田東部地区の指定施設の「横地内科消化器科医院」を削除する。 

③磐田南部地区の指定施設の「浜松いわた信用金庫 西支店」を削除する。 

④磐田中央地区の指定施設の「浜松いわた信用金庫 今之浦支店」を削除する。 

（２）実施時期 

令和３年 12 月 15 日 

３ 運行時刻の追加について 

（１）運行時刻 

①竜洋線の運行時刻に「１６：３０」の便を加える。 

②磐田南部線の運行時刻に「１３：００、１５：００」の便を加える。 

（２）実施時期

令和４年４月１日から

議案第３号



磐田市デマンド型乗合タクシー指定施設位置図（追加施設）

施 設 名 いいとこまんぢゅう（磐田市大久保 896 番地 48） 

追加理由 地区内に買物施設を追加するため 

【位置図】 

【写真】 

議案第３号 説明資料 

いいとこまんぢゅう

- 1 -



磐田市デマンド型乗合タクシー指定施設位置図（追加施設）

施 設 名 とりかい整形外科・リウマチ科（磐田市二之宮 406 番地 1） 

追加理由 令和４年４月に開院するため 

【位置図】 

【写真】 

とりかい整形外科・リウマチ科

- 2 -



磐田市デマンド型乗合タクシー指定施設位置図（追加施設）

施 設 名  小島バス停（磐田市東平松 15-2 地先・磐田市竜洋稗原 38-1 地先） 

追加理由  バス路線（掛塚さなる台線）との接続点とするため 

【位置図】 

【写真】 

- 3 -



磐田市デマンド型乗合タクシー指定施設位置図（削除施設）

施 設 名  遠州中央農協 福田南支店（磐田市福田 4243-3） 

削除理由  店舗統廃合のため 

【位置図】 

【写真】 

遠州中央農協

福田南支店

- 4 -



磐田市デマンド型乗合タクシー指定施設位置図（削除施設）

施 設 名  横地内科消化器科医院（磐田市西貝塚 2241-1） 

削除理由  閉院のため 

【位置図】 

【写真】 

横地内科消化器科医院

- 5 -



磐田市デマンド型乗合タクシー指定施設位置図（削除施設）

施 設 名  浜松いわた信用金庫 西支店（磐田市天龍 1107-1） 

削除理由  店舗統廃合のため 

【位置図】 

【写真】 

浜松いわた信用金庫

西支店

- 6 -



磐田市デマンド型乗合タクシー指定施設位置図（削除施設）

施 設 名  浜松いわた信用金庫 今之浦支店（磐田市今之浦四丁目 5-20） 

削除理由  店舗統廃合のため 

【位置図】 

【写真】 

浜松いわた信用金庫

今之浦支店

- 7 -



磐田市福田地区及び磐田中央地区デマンド型乗合タクシーの自己評価に

ついて

「磐田市福田地区デマンド型乗合タクシー」及び「磐田中央地区デマンド型

乗合タクシー」の地域公共交通確保維持改善事業に関する令和３年度（令和２

年 10 月から令和３年９月分）の自己評価を別添のとおり定めるものとする。 

議案第４号



（別添１）

令和3年12月15日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間
において、前回の事業評価
結果をどのように生活交通
確保維持改善計画に反映さ
せた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり
実施されなかった場合には、理
由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的
な目標・効果が達成されたかを、
目標ごとに記載。目標・効果が
達成できなかった場合には、理
由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

①福田地区デマンド型
乗合タクシー

①福田地区、磐田駅周辺地区及び磐
田市立総合病院等の運行

②磐田中央地区デマン
ド型乗合タクシー

②磐田中央地区及び磐田市立総合病
院等の運行

磐田市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

デマンド型乗合タクシーの利
用促進を図ることを目標とし
て、前年比1.1の伸び率を目
標値とした。
利用者の一層の増加を図る
ため、デマンド型乗合タク
シーの周知啓発事業を計画
した。

A 計画のとおり事業は適切に実施
された。
〈実施事業〉
・高齢者サロンでの説明
・広報いわた・ＨＰへの掲載

Ｂ ①福田地区デマンド型乗合タク
シー
〈目標値〉
1日あたりの利用者数 　9.0人
交通結節点利用者数　 248人
〈実績値〉
1日当たりの利用者数 　9.0人
交通結節点利用者数 　158人

②磐田中央地区デマンド型乗合
タクシー
〈目標値〉
1日あたりの利用者数　 27.5人
交通結節点利用者数　1,100人
〈実績値〉
1日当たりの利用者数　 33.7人
交通結節点利用者数 　475人

※目標が達成できなかった理由
新型コロナウイルス感染症対策
として発令されたまん延防止措
置（R3.8.15～R3.8.19）及び緊急
事態宣言（R3.8.20～R3.9.30）の
期間中の交通結節点の利用が
減少した。

地域、警察署、福祉関係機関等と連
携・協力して制度の周知拡大に努め利
用促進を図る。

地域公共交通の維持・確保を図るた
め、磐田市地域公共交通計画を策定
する。
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（別添１－２）

令和3年12月15日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

本市の公共交通は、６つの鉄道駅と磐田駅から放射線状に伸びる路線バス網、市内全域で運行しているデマンド型乗合タクシー及び一般タクシーで構
成されている。また、デマンド型乗合タクシーは、鉄道及び路線バスに接続するフィーダー路線としての役割を果たすことにより、地域内はもとより地域
間を結ぶ公共交通ネットワークが形成されている。
今後、さらに高齢化が進展する中で、誰もが地域で安心して暮らし続けることができるよう、行政、交通事業者、地域住民、関係機関が役割分担をし、相
互に連携・協力しながら地域公共交通の確保・充実に取り組むことが必要である。

磐田市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金













地域公共交通調査事業の自己評価について

令和３年度地域公共交通調査事業の自己評価を別添のとおり定めるものとす

る。 

議案第５号



（別添１）

令和3年12月15日

協議会名：磐田市地域公共交通会議

①事業の結果概要
③生活交通確保維持改善計画又は

地域公共交通網形成計画等の計画策定に向けた方針

【事業内容及び結果概要を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【事業が適切に実施された（されている）かを記載。適切に実施されな
かった（されていない）場合には、実施されなかった事項及び理由等記
載】

【補助申請を行う補助対象事業名、事業内容、実施時期等を記載】

【名称】
令和３年度磐田市地域公共交通計画策定業務

【事業内容】
①上位関連計画の整理
②現況調査
③ニーズ調査
④現状と課題の整理
⑤基本方針、目標の検討

【結果概要】
令和３年９月17日　事業者との業務委託契約締結
（玉野総合コンサルタント株式会社磐田事務所）
令和３年９月21日　着手
令和４年３月18日　完了予定

A 事業は適切に実施される。 【計画策定に向けた方針】
計画策定に向け、本市における人口構成、人口分布等の都市構
造、路線バス、デマンド型乗合タクシー等の公共交通サービス、市
民の交通手段、運転免許証保有状況等の移動手段、医療施設、買
物施設等の施設の配置等について調査する。また、市民意識調
査、高校生や高齢者の交通弱者等のニーズ調査を実施する。

【補助対象事業名】
令和３年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金
（地域公共交通調査事業）

【事業内容（実施時期）】
令和３年度磐田市地域公共交通計画策定業務
①上位関連計画の整理（令和３年9月から10月）
②現況調査（令和３年９月から12月）
③ニーズ調査（令和３年９月から11月）
④現状と課題の整理（令和３年12月から令和４年２月）
⑤基本方針、目標の検討（令和４年１月から３月）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業）

②事業実施の適切性



（別添１－２）

令和3年12月15日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

磐田市地域公共交通会議

令和３年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通調査事業）

市民の移動手段を維持・確保し、本市の公共交通を持続可能なものとしていくため、上位計画や関連計画との整合を図りつつ、コンパクトシティープラス
ネットワーク型の公共交通を基本方針として、中心都市拠点と地域拠点の間を結ぶ基幹交通の維持、地域拠点と周辺区域内を結ぶ地域交通の充実、
及びこれらの利便性向上と利用促進を目指す地域公共交通計画を策定する。



秋葉バスサービスの事業用車両の乗合・貸切併用について

秋葉バスサービス株式会社が貸切バスとして登録している事業用車両（５両）

について、乗合・貸切の併用登録に変更したい旨の申出があったため、別添の

とおり協議する。 

議案第６号
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磐田市地域公共交通計画の策定ついて

磐田市地域公共交通計画の策定ついて、進捗状況と今後の予定を下記のとおり報告

する。 

記 

１ 進捗状況 

令和３年５月  策定方針の検討 

 ６月  策定方針の承認（磐田市地域公共交通会議） 

    ９月  事業者選定プロポーザルの実施 

         国庫補助金の交付決定 

  業務委託契約の締結 

10月  ヒアリング調査の開始 市内高等学校 市内中学校 

               路線バス事業者 タクシー事業者 

高齢者支援機関 障害者支援団体 

多文化共生推進機関  

               路線バス利用者 

２ 今後の予定 

令和４年１月  アンケート調査の開始 市民2,000人 高校生1,000人 

                   デマンド型乗合タクシー登録者 

                   路線バス利用者 

     ３月  調査結果の報告など（磐田市地域公共交通会議） 

     ４月  計画案の作成 

     ６月  計画案の協議（磐田市地域公共交通会議） 

     ８月  修正計画案の協議（磐田市地域公共交通会議） 

     ９月  パブリックコメントの実施 

     10月  最終計画案の作成 

     12月  計画の承認（磐田市地域公共交通会議） 

 令和５年２月  計画の告示 

報告第１号



磐田市デマンド型乗合タクシーの運行内容の変更について

デマンド型乗合タクシーの運行内容を下記のとおり変更したので報告します。

記

１指定施設の所在地変更 

（１）施 設 名 清水銀行（移転前：磐田市中泉 592 番地 14） 

             （移転先：磐田地中泉一丁目 3番 13） 

（２）変更理由 店舗移転のため 

 （３）運  賃 区域内移転のため運賃の変更なし（片道 400 円/人） 

（４）変 更 日 令和３年 11 月 15 日 

【位置図】 

【写真】 

報告第２号 

移転前 移転先

移転先

移転前



報告第３号

















地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート 7 （様式１）

計画策定年度 令和２年度 運行期間 評価年度

（１）基本的事項

項目 基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

主な運行目的 事業者記載事項 － 別紙

増収策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

費用削減策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

項目 評価基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

評価
点数

備考

(4,460.0)回 (4,463.0)回 3

(12.2回/日) (12.2回/日)

収支率 実績収支率 59.0% 44.8% 9

乗車人員
計画人員と運行実績と
の比較

215,977人 163,629人 0

ネットワーク
構成

他の系統の乗換可能
なアクセス拠点（バス停
等）の数

－
拠点（1）箇所
バス停（5）箇所

7
主な拠点及
びバス停を
別紙に記載

広域トリップ
状況

市町跨ぎの移動割合
（H13.3.31現在の市町）
（運行実績による）

－ 29.7% 20

公共施設・
拠点施設
アクセス状況

実施設数
（バス停から半径500m
以内に存在する
学校（小・中・高・大・専
門学校）
病院（主なもので可）
拠点商業施設・企業
（主なもので可）
その他（官公庁・駅等）

－

磐田南高
磐田北小
磐田市役所

磐田市福田支所
新都市病院
磐田市立病院
JR磐田駅

キロ当たり
経費

補助対象年度の前年
度の国が定める地域キ
ロ当たり経常費用単価
との比較

－ 409.61円 0

合計 39 評価指標

運行回数
事業者計画数と
運行実績との比較

計画数以上　３点
計画数未満　０点

（国土交通大臣が認める除外運
行回数は除く）

計画（目標）
は表２記載
のもの

B

A（52～79点）：地域間幹線系統として優れた役割を果たしている
B（26～51点）：地域間幹線系統として適した運行となっている
C（  ～25点）：地域間幹線系統として改善に努力を要する

計画数＋５％　６点
計画数±５％　３点
計画数－５％未満　０点

拠点（駅・BT）　１件２点
その他のバス停　１件１点

限度２０点

～４％　　　　　０点
５～９％　　　　５点
１０～１４％　１０点
１５～１９％　１５点
２０％～　　　２０点

-

単価以上　　　   　   ０点
単価～－５％ 　   　 ３点

単価－６～－１０％　 　　 ６点
単価－１１～－１５％　 　 ９点
単価－１６～－２０％超　 １２点

有 事業者ごとの取組を記載

（２）各項目の評価

評価

　　～２９％　０点
３０～３４％　３点
３５～３９％　６点
４０～４４％　９点
４５～４９％　１２点
５０～５４％　１５点
５５％～　　　１８点

評価 備考

A

A：運行目的どおり適切に実施
B：減便・系統短縮等、運行目的どおり実施さ
れていない点があった
C：運行目的どおり実施されなかった（路線廃
止）

有 事業者ごとの取組を記載

事業者名 遠州鉄道株式会社
系統名（起点～経由地～終点） 磐田市立病院福田線（磐田市立病院～磐田駅～豊浜郵便局）

R2.10.1～R3.9.30 令和３年度



（１）基本的事項

項　目

主な運行目的

増収策

費用削減策

（２）各項目の評価

項　目

（バス停から半径500ｍ以内に存在する主な公共・拠点施設）

磐田南高・磐田北小・磐田市役所・磐田市福田支所・新都市病院・磐田市立病院・JR磐田駅

ネットワーク構成

公共施設
拠点施設
アクセス状況

●事業者としての取組
【計画】
①運賃箱から取得されるバスの全運行データを活用して現況を把握し、旅客動向に応じたダイヤを作成。
②グループ共通ポイントカードと連携して、ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を強化。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを促進。
⑤定期券の新規購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを開始。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売開始。

【実績】
①旅客動向の分析を行い、令和2年10月と令和3年4月にダイヤ改正を実施。
②ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を実施。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを展開。
⑤定期券の新規購入に対して、ＷＥＢで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを展開。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売。

●事業者としての取組
【計画】
①デジタルタコグラフのデータを使って、個人毎の運転特性を把握して、適切な指導を行うことで有責事故防止や燃料費抑制を図る。
②営業所の営業時間の変更や窓口の閉鎖を行うことにより、間接部門人件費の抑制を図る。
③60歳以上の乗務員の再雇用制度の普及を進めることにより、直接人件費の抑制を図る。

【実績】
①デジタルタコグラフから得られたデータを、半自動的に加工するソフトを活用して分析を行い、その結果を使って運転方法の指導を実施。燃料費の削減や有責事故
の撲滅に努めた。
②営業所再編や営業日変更を実施して、人件費抑制に努めた。
　（R2年10月）
　　雄踏営業所と舘山寺営業所を統合し浜松西営業所として再編。
　　天竜営業所を浜松東営業所の管轄車庫として再編。天竜営業所管轄の春野車庫を廃止。
　（R3年2月）
　　ターミナル営業所を廃止し、ターミナル営業所管轄の松江町車庫を浜松東営業所の管轄車庫として再編。
　（R3年4月）
　　浜松南営業所を磐田営業所の管轄車庫として再編。

　　R2年9月時点…営業所9箇所　車庫16箇所　→　R3年9月時点…営業所5箇所　車庫18箇所

　（R3年5月）
　　浜松駅バスターミナル窓口を毎日営業から水曜日定休に運用変更

③新型コロナウイルス感染症の影響によりバス需要が激減する中、グループ会社をはじめ他企業へ社員が出向することで人件費を抑制した。

内　　　容

（主な乗換え拠点・バス停）

【拠点】
磐田駅

【バス停】
西坂町・加茂川・新道・前嶋・福田車庫

地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート（別紙）

内　　　容

旧福田町から磐田駅を経由し、磐田市立病院へと至る路線。代替の交通機関もないため、地域住民の通勤、通学及び
通院の手段として、欠かせない路線となっており、路線の維持とともに輸送量15人の確保を目標とする。



地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート 8 （様式１）

計画策定年度 令和２年度 運行期間 評価年度

（１）基本的事項

項目 基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

主な運行目的 事業者記載事項 － 別紙

増収策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

費用削減策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

項目 評価基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

評価
点数

備考

(6,363.0)回 (6,437.0)回 3

(17.4回/日) (17.6回/日)

収支率 実績収支率 72.1% 61.0% 18

乗車人員
計画人員と運行実績と
の比較

386,664人 327,357人 0

ネットワーク
構成

他の系統の乗換可能
なアクセス拠点（バス停
等）の数

－
拠点（2）箇所
バス停（5）箇所

9
主な拠点及
びバス停を
別紙に記載

広域トリップ
状況

市町跨ぎの移動割合
（H13.3.31現在の市町）
（運行実績による）

－ 12.6% 10

公共施設・
拠点施設
アクセス状況

実施設数
（バス停から半径500m
以内に存在する
学校（小・中・高・大・専
門学校）
病院（主なもので可）
拠点商業施設・企業
（主なもので可）
その他（官公庁・駅等）

－

西遠学園
磐田西高
磐田南高
中ノ町小学校
磐田西小
磐田市役所
JR浜松駅
JR磐田駅

キロ当たり
経費

補助対象年度の前年
度の国が定める地域キ
ロ当たり経常費用単価
との比較

－ 409.61円 0

合計 40 評価指標

運行回数
事業者計画数と
運行実績との比較

計画数以上　３点
計画数未満　０点

（国土交通大臣が認める除外運
行回数は除く）

計画（目標）
は表２記載
のもの

B

A（52～79点）：地域間幹線系統として優れた役割を果たしている
B（26～51点）：地域間幹線系統として適した運行となっている
C（  ～25点）：地域間幹線系統として改善に努力を要する

計画数＋５％　６点
計画数±５％　３点

計画数－５％未満　０点

拠点（駅・BT）　１件２点
その他のバス停　１件１点

限度２０点

～４％　　　　　０点
５～９％　　　　５点
１０～１４％　１０点
１５～１９％　１５点
２０％～　　　２０点

－

単価以上　　　   　   ０点
単価～－５％ 　   　 ３点

単価－６～－１０％　 　　 ６点
単価－１１～－１５％　 　 ９点
単価－１６～－２０％超　 １２点

有 事業者ごとの取組を記載

（２）各項目の評価

評価

　　～２９％　０点
３０～３４％　３点
３５～３９％　６点
４０～４４％　９点
４５～４９％　１２点
５０～５４％　１５点
５５％～　　　１８点

評価 備考

A

A：運行目的どおり適切に実施
B：減便・系統短縮等、運行目的どおり実施さ
れていない点があった
C：運行目的どおり実施されなかった（路線廃
止）

有 事業者ごとの取組を記載

事業者名 遠州鉄道株式会社
系統名（起点～経由地～終点） 中ノ町磐田線（浜松駅～中ノ町～磐田営業所）

R2.10.1～R3.9.30 令和３年度



（１）基本的事項

項　目

主な運行目的

増収策

費用削減策

（２）各項目の評価

項　目

（バス停から半径500ｍ以内に存在する主な公共・拠点施設）

西遠学園・磐田西高・磐田南高・中ノ町小学校・磐田西小・磐田市役所・JR浜松駅・JR磐田駅

ネットワーク構成

公共施設
拠点施設
アクセス状況

●事業者としての取組
【計画】
①運賃箱から取得されるバスの全運行データを活用して現況を把握し、旅客動向に応じたダイヤを作成。
②グループ共通ポイントカードと連携して、ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を強化。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを促進。
⑤定期券の新規購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを開始。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売開始。

【実績】
①旅客動向の分析を行い、令和2年10月と令和3年4月にダイヤ改正を実施。
②ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を実施。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを展開。
⑤定期券の新規購入に対して、ＷＥＢで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを展開。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売。

●事業者としての取組
【計画】
①デジタルタコグラフのデータを使って、個人毎の運転特性を把握して、適切な指導を行うことで有責事故防止や燃料費抑制を図る。
②営業所の営業時間の変更や窓口の閉鎖を行うことにより、間接部門人件費の抑制を図る。
③60歳以上の乗務員の再雇用制度の普及を進めることにより、直接人件費の抑制を図る。

【実績】
①デジタルタコグラフから得られたデータを、半自動的に加工するソフトを活用して分析を行い、その結果を使って運転方法の指導を実施。燃料費の削減や有責事
故の撲滅に努めた。
②営業所再編や営業日変更を実施して、人件費抑制に努めた。
　（R2年10月）
　　雄踏営業所と舘山寺営業所を統合し浜松西営業所として再編。
　　天竜営業所を浜松東営業所の管轄車庫として再編。天竜営業所管轄の春野車庫を廃止。
　（R3年2月）
　　ターミナル営業所を廃止し、ターミナル営業所管轄の松江町車庫を浜松東営業所の管轄車庫として再編。
　（R3年4月）
　　浜松南営業所を磐田営業所の管轄車庫として再編。

　　R2年9月時点…営業所9箇所　車庫16箇所　→　R3年9月時点…営業所5箇所　車庫18箇所

　（R3年5月）
　　浜松駅バスターミナル窓口を毎日営業から水曜日定休に運用変更

③新型コロナウイルス感染症の影響によりバス需要が激減する中、グループ会社をはじめ他企業へ社員が出向することで人件費を抑制した。

内　　　容

（主な乗換え拠点・バス停）

【拠点】
浜松駅バスターミナル・磐田駅

【バス停】
広小路・子安・磐田石原・加茂川・磐田営業所

地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート（別紙）

内　　　容

浜松駅から旧豊田町、磐田駅を経由し、磐田市東部に至る路線。代替の交通機関もないため、地域住民の通勤、通学
の手段としての他、ＪＲ駅への接続の手段として欠かせない路線となっており、路線の維持とともに輸送量15人の確保
を目標とする。



地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート 10 （様式１）

計画策定年度 令和２年度 運行期間 評価年度

（１）基本的事項

項目 基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

主な運行目的 事業者記載事項 － 別紙

増収策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

費用削減策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

項目 評価基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

評価
点数

備考

(2,496.5)回 (2,502.5)回 3

(6.8回/日) (6.8回/日)

収支率 実績収支率 62.0% 48.5% 12

乗車人員
計画人員と運行実績と
の比較

96,027人 75,118人 0

ネットワーク
構成

他の系統の乗換可能
なアクセス拠点（バス停
等）の数

－
拠点（2）箇所
バス停（4）箇所

8
主な拠点及
びバス停を
別紙に記載

広域トリップ
状況

市町跨ぎの移動割合
（H13.3.31現在の市町）
（運行実績による）

－ 77.2% 20

公共施設・
拠点施設
アクセス状況

実施設数
（バス停から半径500m
以内に存在する
学校（小・中・高・大・専
門学校）
病院（主なもので可）
拠点商業施設・企業
（主なもので可）
その他（官公庁・駅等）

－

天竜高校
磐田農業高校
磐田南高
磐田西小
磐田市役所
中遠総合庁舎

磐田市立中央図書館
天竜区役所
JR磐田駅
遠鉄西鹿島駅
天浜豊岡駅
天浜二俣駅

キロ当たり
経費

補助対象年度の前年
度の国が定める地域キ
ロ当たり経常費用単価
との比較

－ 409.61円 0

合計 43 評価指標

運行回数
事業者計画数と
運行実績との比較

計画数以上　３点
計画数未満　０点

（国土交通大臣が認める除外運
行回数は除く）

計画（目標）
は表２記載
のもの

B

A（52～79点）：地域間幹線系統として優れた役割を果たしている
B（26～51点）：地域間幹線系統として適した運行となっている
C（  ～25点）：地域間幹線系統として改善に努力を要する

計画数＋５％　６点
計画数±５％　３点

計画数－５％未満　０点

拠点（駅・BT）　１件２点
その他のバス停　１件１点

限度２０点

～４％　　　　　０点
５～９％　　　　５点
１０～１４％　１０点
１５～１９％　１５点
２０％～　　　２０点

－

単価以上　　　   　   ０点
単価～－５％ 　   　 ３点

単価－６～－１０％　 　　 ６点
単価－１１～－１５％　 　 ９点
単価－１６～－２０％超　 １２点

有 事業者ごとの取組を記載

（２）各項目の評価

評価

　　～２９％　０点
３０～３４％　３点
３５～３９％　６点
４０～４４％　９点
４５～４９％　１２点
５０～５４％　１５点
５５％～　　　１８点

評価 備考

A

A：運行目的どおり適切に実施
B：減便・系統短縮等、運行目的どおり実施さ
れていない点があった
C：運行目的どおり実施されなかった（路線廃
止）

有 事業者ごとの取組を記載

事業者名 遠州鉄道株式会社
系統名（起点～経由地～終点） 磐田天竜線（山東～新開～磐田駅）

R2.10.1～R3.9.30 令和３年度



（１）基本的事項

項　目

主な運行目的

増収策

費用削減策

（２）各項目の評価

項　目

（バス停から半径500ｍ以内に存在する主な公共・拠点施設）

天竜高校・磐田農業高校・磐田南高・磐田西小・磐田市役所・中遠総合庁舎・磐田市立中央図書館
天竜区役所・JR磐田駅・遠鉄西鹿島駅・天浜豊岡駅・天浜二俣駅

ネットワーク構成

公共施設
拠点施設
アクセス状況

●事業者としての取組
【計画】
①運賃箱から取得されるバスの全運行データを活用して現況を把握し、旅客動向に応じたダイヤを作成。
②グループ共通ポイントカードと連携して、ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を強化。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを促進。
⑤定期券の新規購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを開始。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売開始。

【実績】
①旅客動向の分析を行い、令和2年10月と令和3年4月にダイヤ改正を実施。
②ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を実施。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを展開。
⑤定期券の新規購入に対して、ＷＥＢで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを展開。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売。

●事業者としての取組
【計画】
①デジタルタコグラフのデータを使って、個人毎の運転特性を把握して、適切な指導を行うことで有責事故防止や燃料費抑制を図る。
②営業所の営業時間の変更や窓口の閉鎖を行うことにより、間接部門人件費の抑制を図る。
③60歳以上の乗務員の再雇用制度の普及を進めることにより、直接人件費の抑制を図る。

【実績】
①デジタルタコグラフから得られたデータを、半自動的に加工するソフトを活用して分析を行い、その結果を使って運転方法の指導を実施。燃料費の削減や有責事
故の撲滅に努めた。
②営業所再編や営業日変更を実施して、人件費抑制に努めた。
　（R2年10月）
　　雄踏営業所と舘山寺営業所を統合し浜松西営業所として再編。
　　天竜営業所を浜松東営業所の管轄車庫として再編。天竜営業所管轄の春野車庫を廃止。
　（R3年2月）
　　ターミナル営業所を廃止し、ターミナル営業所管轄の松江町車庫を浜松東営業所の管轄車庫として再編。
　（R3年4月）
　　浜松南営業所を磐田営業所の管轄車庫として再編。

　　R2年9月時点…営業所9箇所　車庫16箇所　→　R3年9月時点…営業所5箇所　車庫18箇所

　（R3年5月）
　　浜松駅バスターミナル窓口を毎日営業から水曜日定休に運用変更

③新型コロナウイルス感染症の影響によりバス需要が激減する中、グループ会社をはじめ他企業へ社員が出向することで人件費を抑制した。

内　　　容

（主な乗換え拠点・バス停）

【拠点】
二俣駅・磐田駅

【バス停】
山東・秋野不矩美術館入口・西坂町・加茂川

地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート（別紙）

内　　　容

旧天竜市中心部と磐田市中心部を結ぶ路線。代替の交通機関もないため、地域住民の通勤、通学及び日中の移動の
手段として、欠かせない路線となっており、路線の維持とともに輸送量15人の確保を目標とする。



地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート 11 （様式１）

計画策定年度 令和２年度 運行期間 評価年度

（１）基本的事項

項目 基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

主な運行目的 事業者記載事項 － 別紙

増収策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

費用削減策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

項目 評価基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

評価
点数

備考

(6,142.5)回 (6,156.0)回 3

(16.8回/日) (16.8回/日)

収支率 実績収支率 53.1% 43.8% 9

乗車人員
計画人員と運行実績と
の比較

277,833人 229,173人 0

ネットワーク
構成

他の系統の乗換可能
なアクセス拠点（バス
停等）の数

－
拠点（2）箇所
バス停（4）箇所

8
主な拠点及
びバス停を
別紙に記載

広域トリップ
状況

市町跨ぎの移動割合
（H13.3.31現在の市町）
（運行実績による）

－ 32.9% 20

公共施設・
拠点施設
アクセス状況

実施設数
（バス停から半径500m
以内に存在する
学校（小・中・高・大・専
門学校）
病院（主なもので可）
拠点商業施設・企業
（主なもので可）
その他（官公庁・駅等）

－

天竜高校
磐田南高
磐田農業高校
磐田西小
磐田市役所
中遠総合庁舎

磐田市立中央図書館
天竜区役所
ららぽーと磐田
JR磐田駅
遠鉄西鹿島駅
天浜豊岡駅
天浜二俣駅

キロ当たり
経費

補助対象年度の前年
度の国が定める地域
キロ当たり経常費用単
価との比較

－ 409.61円 0

合計 40 評価指標

運行回数
事業者計画数と
運行実績との比較

計画数以上　３点
計画数未満　０点

（国土交通大臣が認める除外運
行回数は除く）

計画（目標）
は表２記載
のもの

B

A（52～79点）：地域間幹線系統として優れた役割を果たしている
B（26～51点）：地域間幹線系統として適した運行となっている
C（  ～25点）：地域間幹線系統として改善に努力を要する

計画数＋５％　６点
計画数±５％　３点
計画数－５％未満　０点

拠点（駅・BT）　１件２点
その他のバス停　１件１点

限度２０点

～４％　　　　　０点
５～９％　　　　５点
１０～１４％　１０点
１５～１９％　１５点
２０％～　　　２０点

－

単価以上　　　   　   ０点
単価～－５％ 　   　 ３点

単価－６～－１０％　 　　 ６点
単価－１１～－１５％　 　 ９点
単価－１６～－２０％超　 １２点

有 事業者ごとの取組を記載

（２）各項目の評価

評価

　　～２９％　０点
３０～３４％　３点
３５～３９％　６点
４０～４４％　９点
４５～４９％　１２点
５０～５４％　１５点
５５％～　　　１８点

評価 備考

A

A：運行目的どおり適切に実施
B：減便・系統短縮等、運行目的どおり実施さ
れていない点があった
C：運行目的どおり実施されなかった（路線廃
止）

有 事業者ごとの取組を記載

事業者名 遠州鉄道株式会社
系統名（起点～経由地～終点） 磐田天竜線（山東～ららぽーと磐田～磐田駅）

R2.10.1～R3.9.30 令和３年度



（１）基本的事項

項　目

主な運行目的

増収策

費用削減策

（２）各項目の評価

項　目

（バス停から半径500ｍ以内に存在する主な公共・拠点施設）

天竜高校・磐田農業高校・磐田南高・磐田西小・磐田市役所・中遠総合庁舎・磐田市立中央図書館・天竜区役所
ららぽーと磐田・JR磐田駅・遠鉄西鹿島駅・天浜豊岡駅・天浜二俣駅

ネットワーク構成

公共施設
拠点施設
アクセス状況

●事業者としての取組
【計画】
①運賃箱から取得されるバスの全運行データを活用して現況を把握し、旅客動向に応じたダイヤを作成。
②グループ共通ポイントカードと連携して、ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を強化。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを促進。
⑤定期券の新規購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを開始。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売開始。

【実績】
①旅客動向の分析を行い、令和2年10月と令和3年4月にダイヤ改正を実施。
②ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を実施。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを展開。
⑤定期券の新規購入に対して、ＷＥＢで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを展開。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売。

●事業者としての取組
【計画】
①デジタルタコグラフのデータを使って、個人毎の運転特性を把握して、適切な指導を行うことで有責事故防止や燃料費抑制を図る。
②営業所の営業時間の変更や窓口の閉鎖を行うことにより、間接部門人件費の抑制を図る。
③60歳以上の乗務員の再雇用制度の普及を進めることにより、直接人件費の抑制を図る。

【実績】
①デジタルタコグラフから得られたデータを、半自動的に加工するソフトを活用して分析を行い、その結果を使って運転方法の指導を実施。燃料費の削減や有責事
故の撲滅に努めた。
②営業所再編や営業日変更を実施して、人件費抑制に努めた。
　（R2年10月）
　　雄踏営業所と舘山寺営業所を統合し浜松西営業所として再編。
　　天竜営業所を浜松東営業所の管轄車庫として再編。天竜営業所管轄の春野車庫を廃止。
　（R3年2月）
　　ターミナル営業所を廃止し、ターミナル営業所管轄の松江町車庫を浜松東営業所の管轄車庫として再編。
　（R3年4月）
　　浜松南営業所を磐田営業所の管轄車庫として再編。

　　R2年9月時点…営業所9箇所　車庫16箇所　→　R3年9月時点…営業所5箇所　車庫18箇所

　（R3年5月）
　　浜松駅バスターミナル窓口を毎日営業から水曜日定休に運用変更

③新型コロナウイルス感染症の影響によりバス需要が激減する中、グループ会社をはじめ他企業へ社員が出向することで人件費を抑制した。

内　　　容

（主な乗換え拠点・バス停）

【拠点】
二俣駅・磐田駅

【バス停】
山東・秋野不矩美術館入口・西坂町・加茂川

地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート（別紙）

内　　　容

旧天竜市中心部から大型商業施設を経由し磐田市中心部を結ぶ路線。代替の交通機関もないため、地域住民の通
勤、通学及び日中の移動の手段として、欠かせない路線となっており、路線の維持とともに輸送量15人の確保を目標
とする。



地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート 12 （様式１）

計画策定年度 令和２年度 運行期間 評価年度

（１）基本的事項

項目 基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

主な運行目的 事業者記載事項 － 別紙

増収策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

費用削減策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

項目 評価基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

評価
点数

備考

(1,752.5)回 (1,724.5)回 0

(4.8回/日) (4.7回/日)

収支率 実績収支率 53.5% 48.4% 12

乗車人員
計画人員と運行実績と
の比較

65,936人 59,756人 0

ネットワーク
構成

他の系統の乗換可能
なアクセス拠点（バス停
等）の数

－
拠点（1）箇所
バス停（7）箇所

9
主な拠点及
びバス停を
別紙に記載

広域トリップ
状況

市町跨ぎの移動割合
（H13.3.31現在の市町）
（運行実績による）

－ 33.4% 20

公共施設・
拠点施設
アクセス状況

実施設数
（バス停から半径500m
以内に存在する
学校（小・中・高・大・専
門学校）
病院（主なもので可）
拠点商業施設・企業
（主なもので可）
その他（官公庁・駅等）

－

浜松修学舎
竜洋西小学校
磐田市福田支所
JR浜松駅

キロ当たり
経費

補助対象年度の前年
度の国が定める地域キ
ロ当たり経常費用単価
との比較

－ 409.61円 0

合計 41 評価指標

運行回数
事業者計画数と
運行実績との比較

計画数以上　３点
計画数未満　０点

（国土交通大臣が認める除外運
行回数は除く）

計画（目標）
は表２記載
のもの

B

A（52～79点）：地域間幹線系統として優れた役割を果たしている
B（26～51点）：地域間幹線系統として適した運行となっている
C（  ～25点）：地域間幹線系統として改善に努力を要する

計画数＋５％　６点
計画数±５％　３点

計画数－５％未満　０点

拠点（駅・BT）　１件２点
その他のバス停　１件１点

限度２０点

～４％　　　　　０点
５～９％　　　　５点
１０～１４％　１０点
１５～１９％　１５点
２０％～　　　２０点

－

単価以上　　　   　   ０点
単価～－５％ 　   　 ３点

単価－６～－１０％　 　　 ６点
単価－１１～－１５％　 　 ９点
単価－１６～－２０％超　 １２点

有 事業者ごとの取組を記載

（２）各項目の評価

評価

　　～２９％　０点
３０～３４％　３点
３５～３９％　６点
４０～４４％　９点
４５～４９％　１２点
５０～５４％　１５点
５５％～　　　１８点

評価 備考

B

A：運行目的どおり適切に実施
B：減便・系統短縮等、運行目的どおり実施さ
れていない点があった
C：運行目的どおり実施されなかった（路線廃
止）

有 事業者ごとの取組を記載

事業者名 遠州鉄道株式会社
系統名（起点～経由地～終点） 掛塚さなる台線（浜松駅～掛塚～豊浜郵便局）

R2.10.1～R3.9.30 令和３年度



（１）基本的事項

項　目

主な運行目的

増収策

費用削減策

（２）各項目の評価

項　目

（バス停から半径500ｍ以内に存在する主な公共・拠点施設）

浜松修学舎・竜洋西小学校・磐田市福田支所・JR浜松駅

ネットワーク構成

公共施設
拠点施設
アクセス状況

●事業者としての取組
【計画】
①運賃箱から取得されるバスの全運行データを活用して現況を把握し、旅客動向に応じたダイヤを作成。
②グループ共通ポイントカードと連携して、ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を強化。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを促進。
⑤定期券の新規購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを開始。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売開始。

【実績】
①旅客動向の分析を行い、令和2年10月と令和3年4月にダイヤ改正を実施。
②ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を実施。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを展開。
⑤定期券の新規購入に対して、ＷＥＢで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを展開。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売。

●事業者としての取組
【計画】
①デジタルタコグラフのデータを使って、個人毎の運転特性を把握して、適切な指導を行うことで有責事故防止や燃料費抑制を図る。
②営業所の営業時間の変更や窓口の閉鎖を行うことにより、間接部門人件費の抑制を図る。
③60歳以上の乗務員の再雇用制度の普及を進めることにより、直接人件費の抑制を図る。

【実績】
①デジタルタコグラフから得られたデータを、半自動的に加工するソフトを活用して分析を行い、その結果を使って運転方法の指導を実施。燃料費の削減や有責事
故の撲滅に努めた。
②営業所再編や営業日変更を実施して、人件費抑制に努めた。
　（R2年10月）
　　雄踏営業所と舘山寺営業所を統合し浜松西営業所として再編。
　　天竜営業所を浜松東営業所の管轄車庫として再編。天竜営業所管轄の春野車庫を廃止。
　（R3年2月）
　　ターミナル営業所を廃止し、ターミナル営業所管轄の松江町車庫を浜松東営業所の管轄車庫として再編。
　（R3年4月）
　　浜松南営業所を磐田営業所の管轄車庫として再編。

　　R2年9月時点…営業所9箇所　車庫16箇所　→　R3年9月時点…営業所5箇所　車庫18箇所

　（R3年5月）
　　浜松駅バスターミナル窓口を毎日営業から水曜日定休に運用変更

③新型コロナウイルス感染症の影響によりバス需要が激減する中、グループ会社をはじめ他企業へ社員が出向することで人件費を抑制した。

内　　　容

（主な乗換え拠点・バス停）

【拠点】
浜松駅バスターミナル

【バス停】
東部協働センター・名塚西・芳川西・芳川・新道・前嶋・福田車庫

地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート（別紙）

内　　　容

旧福田町から旧竜洋町を経由し、浜松駅へと至る路線。沿線には1つの高校が存在。代替の交通機関もないため、地
域住民の通勤、通学の手段として欠かせない路線となっており、路線の維持とともに輸送量15人の確保を目標とする。



地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート 13 （様式１）

計画策定年度 令和２年度 運行期間 評価年度

（１）基本的事項

項目 基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

主な運行目的 事業者記載事項 － 別紙

増収策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

費用削減策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

項目 評価基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

評価
点数

備考

(1,454.0)回 (1,455.5)回 3

(3.9回/日) (3.9回/日)

収支率 実績収支率 59.1% 56.9% 18

乗車人員
計画人員と運行実績と
の比較

55,636人 53,573人 3

ネットワーク
構成

他の系統の乗換可能
なアクセス拠点（バス停
等）の数

－
拠点（2）箇所
バス停（4）箇所

8
主な拠点及
びバス停を
別紙に記載

広域トリップ
状況

市町跨ぎの移動割合
（H13.3.31現在の市町）
（運行実績による）

－ 37.3% 20

公共施設・
拠点施設
アクセス状況

実施設数
（バス停から半径500m
以内に存在する
学校（小・中・高・大・専
門学校）
病院（主なもので可）
拠点商業施設・企業
（主なもので可）
その他（官公庁・駅等）

－

浜松修学舎
竜洋西小学校
磐田市福田支所
JR浜松駅
JR豊田町駅

キロ当たり
経費

補助対象年度の前年
度の国が定める地域キ
ロ当たり経常費用単価
との比較

－ 409.61円 0

合計 52 評価指標

運行回数
事業者計画数と
運行実績との比較

計画数以上　３点
計画数未満　０点

（国土交通大臣が認める除外運
行回数は除く）

計画（目標）
は表２記載
のもの

A

A（52～79点）：地域間幹線系統として優れた役割を果たしている
B（26～51点）：地域間幹線系統として適した運行となっている
C（  ～25点）：地域間幹線系統として改善に努力を要する

計画数＋５％　６点
計画数±５％　３点

計画数－５％未満　０点

拠点（駅・BT）　１件２点
その他のバス停　１件１点

限度２０点

～４％　　　　　０点
５～９％　　　　５点
１０～１４％　１０点
１５～１９％　１５点
２０％～　　　２０点

－

単価以上　　　   　   ０点
単価～－５％ 　   　 ３点

単価－６～－１０％　 　　 ６点
単価－１１～－１５％　 　 ９点
単価－１６～－２０％超　 １２点

有 事業者ごとの取組を記載

（２）各項目の評価

評価

　　～２９％　０点
３０～３４％　３点
３５～３９％　６点
４０～４４％　９点
４５～４９％　１２点
５０～５４％　１５点
５５％～　　　１８点

評価 備考

A

A：運行目的どおり適切に実施
B：減便・系統短縮等、運行目的どおり実施さ
れていない点があった
C：運行目的どおり実施されなかった（路線廃
止）

有 事業者ごとの取組を記載

事業者名 遠州鉄道株式会社
系統名（起点～経由地～終点） 掛塚さなる台線（浜松駅～掛塚・とつか～豊田町駅）

R2.10.1～R3.9.30 令和３年度



（１）基本的事項

項　目

主な運行目的

増収策

費用削減策

（２）各項目の評価

項　目

（バス停から半径500ｍ以内に存在する主な公共・拠点施設）

浜松修学舎・竜洋西小学校・JR浜松駅・JR豊田町駅

ネットワーク構成

公共施設
拠点施設
アクセス状況

●事業者としての取組
【計画】
①運賃箱から取得されるバスの全運行データを活用して現況を把握し、旅客動向に応じたダイヤを作成。
②グループ共通ポイントカードと連携して、ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を強化。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを促進。
⑤定期券の新規購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを開始。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売開始。

【実績】
①旅客動向の分析を行い、令和2年10月と令和3年4月にダイヤ改正を実施。
②ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を実施。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを展開。
⑤定期券の新規購入に対して、ＷＥＢで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを展開。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売。

●事業者としての取組
【計画】
①デジタルタコグラフのデータを使って、個人毎の運転特性を把握して、適切な指導を行うことで有責事故防止や燃料費抑制を図る。
②営業所の営業時間の変更や窓口の閉鎖を行うことにより、間接部門人件費の抑制を図る。
③60歳以上の乗務員の再雇用制度の普及を進めることにより、直接人件費の抑制を図る。

【実績】
①デジタルタコグラフから得られたデータを、半自動的に加工するソフトを活用して分析を行い、その結果を使って運転方法の指導を実施。燃料費の削減や有責事
故の撲滅に努めた。
②営業所再編や営業日変更を実施して、人件費抑制に努めた。
　（R2年10月）
　　雄踏営業所と舘山寺営業所を統合し浜松西営業所として再編。
　　天竜営業所を浜松東営業所の管轄車庫として再編。天竜営業所管轄の春野車庫を廃止。
　（R3年2月）
　　ターミナル営業所を廃止し、ターミナル営業所管轄の松江町車庫を浜松東営業所の管轄車庫として再編。
　（R3年4月）
　　浜松南営業所を磐田営業所の管轄車庫として再編。

　　R2年9月時点…営業所9箇所　車庫16箇所　→　R3年9月時点…営業所5箇所　車庫18箇所

　（R3年5月）
　　浜松駅バスターミナル窓口を毎日営業から水曜日定休に運用変更

③新型コロナウイルス感染症の影響によりバス需要が激減する中、グループ会社をはじめ他企業へ社員が出向することで人件費を抑制した。

内　　　容

（主な乗換え拠点・バス停）

【拠点】
浜松駅バスターミナル・豊田町駅

【バス停】
東部協働センター・名塚西・芳川西・芳川

地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート（別紙）

内　　　容

豊田町駅から旧竜洋町を経由し、浜松駅へと至る路線。沿線には1つの高校が存在。代替の交通機関もないため、地
域住民の通勤、通学及びＪＲ駅への接続の手段として欠かせない路線となっており、路線の維持とともに輸送量15人の
確保を目標とする。



地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート 14 （様式１）

計画策定年度 令和２年度 運行期間 評価年度

（１）基本的事項

項目 基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

主な運行目的 事業者記載事項 － 別紙

増収策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

費用削減策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

項目 評価基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

評価
点数

備考

(1,883.5)回 (1,825.0)回 0

(5.1回/日) (5.0回/日)

収支率 実績収支率 59.3% 56.8% 18

乗車人員
計画人員と運行実績と
の比較

67,594人 64,740人 3

ネットワーク
構成

他の系統の乗換可能
なアクセス拠点（バス停
等）の数

－
拠点（2）箇所
バス停（5）箇所

9
主な拠点及
びバス停を
別紙に記載

広域トリップ
状況

市町跨ぎの移動割合
（H13.3.31現在の市町）
（運行実績による）

－ 30.2% 20

公共施設・
拠点施設
アクセス状況

実施設数
（バス停から半径500m
以内に存在する
学校（小・中・高・大・専
門学校）
病院（主なもので可）
拠点商業施設・企業
（主なもので可）
その他（官公庁・駅等）

－

浜松修学舎
竜洋西小学校
JR浜松駅
JR磐田駅

キロ当たり
経費

補助対象年度の前年
度の国が定める地域キ
ロ当たり経常費用単価
との比較

－ 409.61円 0

合計 50 評価指標

運行回数
事業者計画数と
運行実績との比較

計画数以上　３点
計画数未満　０点

（国土交通大臣が認める除外運
行回数は除く）

計画（目標）
は表２記載
のもの

B

A（52～79点）：地域間幹線系統として優れた役割を果たしている
B（26～51点）：地域間幹線系統として適した運行となっている
C（  ～25点）：地域間幹線系統として改善に努力を要する

計画数＋５％　６点
計画数±５％　３点

計画数－５％未満　０点

拠点（駅・BT）　１件２点
その他のバス停　１件１点

限度２０点

～４％　　　　　０点
５～９％　　　　５点
１０～１４％　１０点
１５～１９％　１５点
２０％～　　　２０点

－

単価以上　　　   　   ０点
単価～－５％ 　   　 ３点

単価－６～－１０％　 　　 ６点
単価－１１～－１５％　 　 ９点
単価－１６～－２０％超　 １２点

有 事業者ごとの取組を記載

（２）各項目の評価

評価

　　～２９％　０点
３０～３４％　３点
３５～３９％　６点
４０～４４％　９点
４５～４９％　１２点
５０～５４％　１５点
５５％～　　　１８点

評価 備考

A

A：運行目的どおり適切に実施
B：減便・系統短縮等、運行目的どおり実施さ
れていない点があった
C：運行目的どおり実施されなかった（路線廃
止）

有 事業者ごとの取組を記載

事業者名 遠州鉄道株式会社
系統名（起点～経由地～終点） 掛塚さなる台線（浜松駅～掛塚・千手堂～磐田駅）

R2.10.1～R3.9.30 令和３年度



（１）基本的事項

項　目

主な運行目的

増収策

費用削減策

（２）各項目の評価

項　目

（バス停から半径500ｍ以内に存在する主な公共・拠点施設）

浜松修学舎・竜洋西小学校・JR浜松駅・JR磐田駅

ネットワーク構成

公共施設
拠点施設
アクセス状況

●事業者としての取組
【計画】
①運賃箱から取得されるバスの全運行データを活用して現況を把握し、旅客動向に応じたダイヤを作成。
②グループ共通ポイントカードと連携して、ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を強化。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを促進。
⑤定期券の新規購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを開始。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売開始。

【実績】
①旅客動向の分析を行い、令和2年10月と令和3年4月にダイヤ改正を実施。
②ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を実施。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを展開。
⑤定期券の新規購入に対して、ＷＥＢで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを展開。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売。

●事業者としての取組
【計画】
①デジタルタコグラフのデータを使って、個人毎の運転特性を把握して、適切な指導を行うことで有責事故防止や燃料費抑制を図る。
②営業所の営業時間の変更や窓口の閉鎖を行うことにより、間接部門人件費の抑制を図る。
③60歳以上の乗務員の再雇用制度の普及を進めることにより、直接人件費の抑制を図る。

【実績】
①デジタルタコグラフから得られたデータを、半自動的に加工するソフトを活用して分析を行い、その結果を使って運転方法の指導を実施。燃料費の削減や有責事
故の撲滅に努めた。
②営業所再編や営業日変更を実施して、人件費抑制に努めた。
　（R2年10月）
　　雄踏営業所と舘山寺営業所を統合し浜松西営業所として再編。
　　天竜営業所を浜松東営業所の管轄車庫として再編。天竜営業所管轄の春野車庫を廃止。
　（R3年2月）
　　ターミナル営業所を廃止し、ターミナル営業所管轄の松江町車庫を浜松東営業所の管轄車庫として再編。
　（R3年4月）
　　浜松南営業所を磐田営業所の管轄車庫として再編。

　　R2年9月時点…営業所9箇所　車庫16箇所　→　R3年9月時点…営業所5箇所　車庫18箇所

　（R3年5月）
　　浜松駅バスターミナル窓口を毎日営業から水曜日定休に運用変更

③新型コロナウイルス感染症の影響によりバス需要が激減する中、グループ会社をはじめ他企業へ社員が出向することで人件費を抑制した。

内　　　容

（主な乗換え拠点・バス停）

【拠点】
浜松駅バスターミナル・磐田駅

【バス停】
東部協働センター・名塚西・芳川西・芳川・磐田石原

地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート（別紙）

内　　　容

磐田駅から旧竜洋町を経由し、浜松駅へと至る路線。代替の交通機関もないため、地域住民の通勤、通学及びＪＲ駅
への接続の手段として欠かせない路線となっており、路線の維持とともに輸送量15人の確保を目標とする。



地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート 17 （様式１）

計画策定年度 令和２年度 運行期間 評価年度

（１）基本的事項

項目 基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

主な運行目的 事業者記載事項 － 別紙

増収策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

費用削減策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

項目 評価基準
計画
（目標）

運行実績
（内容）

評価
点数

備考

(2,050.0)回 (2,055.0)回 3

(5.6回/日) (5.6回/日)

収支率 実績収支率 51.7% 37.0% 6

乗車人員
計画人員と運行実績と
の比較

39,752人 28,418人 0

ネットワーク
構成

他の系統の乗換可能
なアクセス拠点（バス停
等）の数

－
拠点（1）箇所
バス停（3）箇所

5
主な拠点及
びバス停を
別紙に記載

広域トリップ
状況

市町跨ぎの移動割合
（H13.3.31現在の市町）
（運行実績による）

－ 64.7% 20

公共施設・
拠点施設
アクセス状況

実施設数
（バス停から半径500m
以内に存在する
学校（小・中・高・大・専
門学校）
病院（主なもので可）
拠点商業施設・企業
（主なもので可）
その他（官公庁・駅等）

－

静岡産業大学
新都市病院

磐田市福田支所
JR磐田駅

キロ当たり
経費

補助対象年度の前年
度の国が定める地域キ
ロ当たり経常費用単価
との比較

－ 409.61円 0

合計 34 評価指標

運行回数
事業者計画数と
運行実績との比較

計画数以上　３点
計画数未満　０点

（国土交通大臣が認める除外運
行回数は除く）

計画（目標）
は表２記載
のもの

B

A（52～79点）：地域間幹線系統として優れた役割を果たしている
B（26～51点）：地域間幹線系統として適した運行となっている
C（  ～25点）：地域間幹線系統として改善に努力を要する

計画数＋５％　６点
計画数±５％　３点

計画数－５％未満　０点

拠点（駅・BT）　１件２点
その他のバス停　１件１点

限度２０点

～４％　　　　　０点
５～９％　　　　５点
１０～１４％　１０点
１５～１９％　１５点
２０％～　　　２０点

－

単価以上　　　   　   ０点
単価～－５％ 　   　 ３点

単価－６～－１０％　 　　 ６点
単価－１１～－１５％　 　 ９点
単価－１６～－２０％超　 １２点

有 事業者ごとの取組を記載

（２）各項目の評価

評価

　　～２９％　０点
３０～３４％　３点
３５～３９％　６点
４０～４４％　９点
４５～４９％　１２点
５０～５４％　１５点
５５％～　　　１８点

評価 備考

A

A：運行目的どおり適切に実施
B：減便・系統短縮等、運行目的どおり実施さ
れていない点があった
C：運行目的どおり実施されなかった（路線廃
止）

有 事業者ごとの取組を記載

事業者名 遠州鉄道株式会社
系統名（起点～経由地～終点） 磐田市立病院福田線（磐田駅南口～豊浜郵便局）

R2.10.1～R3.9.30 令和３年度



（１）基本的事項

項　目

主な運行目的

増収策

費用削減策

（２）各項目の評価

項　目

（バス停から半径500ｍ以内に存在する主な公共・拠点施設）

静岡産業大学・新都市病院・磐田市福田支所・JR磐田駅

ネットワーク構成

公共施設
拠点施設
アクセス状況

●事業者としての取組
【計画】
①運賃箱から取得されるバスの全運行データを活用して現況を把握し、旅客動向に応じたダイヤを作成。
②グループ共通ポイントカードと連携して、ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を強化。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを促進。
⑤定期券の新規購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを開始。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売開始。

【実績】
①旅客動向の分析を行い、令和2年10月と令和3年4月にダイヤ改正を実施。
②ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を実施。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行するサービスを展開。
⑤定期券の新規購入に対して、ＷＥＢで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを展開。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売。

●事業者としての取組
【計画】
①デジタルタコグラフのデータを使って、個人毎の運転特性を把握して、適切な指導を行うことで有責事故防止や燃料費抑制を図る。
②営業所の営業時間の変更や窓口の閉鎖を行うことにより、間接部門人件費の抑制を図る。
③60歳以上の乗務員の再雇用制度の普及を進めることにより、直接人件費の抑制を図る。

【実績】
①デジタルタコグラフから得られたデータを、半自動的に加工するソフトを活用して分析を行い、その結果を使って運転方法の指導を実施。燃料費の削減や有責事
故の撲滅に努めた。
②営業所再編や営業日変更を実施して、人件費抑制に努めた。
　（R2年10月）
　　雄踏営業所と舘山寺営業所を統合し浜松西営業所として再編。
　　天竜営業所を浜松東営業所の管轄車庫として再編。天竜営業所管轄の春野車庫を廃止。
　（R3年2月）
　　ターミナル営業所を廃止し、ターミナル営業所管轄の松江町車庫を浜松東営業所の管轄車庫として再編。
　（R3年4月）
　　浜松南営業所を磐田営業所の管轄車庫として再編。

　　R2年9月時点…営業所9箇所　車庫16箇所　→　R3年9月時点…営業所5箇所　車庫18箇所

　（R3年5月）
　　浜松駅バスターミナル窓口を毎日営業から水曜日定休に運用変更

③新型コロナウイルス感染症の影響によりバス需要が激減する中、グループ会社をはじめ他企業へ社員が出向することで人件費を抑制した。

内　　　容

（主な乗換え拠点・バス停）

【拠点】
磐田駅南口

【バス停】
新道・前嶋・福田車庫

地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート（別紙）

内　　　容

ＪＲ磐田駅と旧福田町を結ぶ路線。ＪＲから比較的離れた地域から最寄りのＪＲ駅への接続をしており、代替の交通機
関もないため、地域住民にとって必須の路線となっており、路線の維持とともに輸送量15人の確保を目標とする。



市町名 磐田市

系統名 取組内容

全路線

遠州鉄道㈱に対し、バス路線維持費補助金を交付した。
・補助対象（区間）
　地域幹線系統路線のうち市内を運行する全区間
・補助率
　経常欠損額から国県補助金及び競合カット額を除いた額の1/2
・補助額
　15,481千円

全路線
市ホームページから運行事業者ホームページへのリンク設定や、バ
ス路線図の配置により、住民への周知を図った。

全路線
エコ通勤の日を設定し、職員に対してバスをはじめとした公共交通
機関の利用を促進した。

（＊）当該系統に対するMMなど利用促進に関する取組や金銭的負担等について具体的に記載

地域間幹線系統市町取組シート 様式３


